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論 文 内 容 の 要 旨 
 近年、近世都市史研究は、めざましい進展を見せている。本論は、これまで諸氏により蓄積されてきた都市
史研究の成果をくみ上げつつ、具体的分析によってこれを少しでも深めようとするものである。 
 現在の近世都市史研究では、都市全体を一つのものとして把握するのでなく、都市の内部構造の把握が求め
られている。そこで、都市を「町」を基礎単位として分析したり、都市の中の諸存在の社会関係を分析したり
することで、都市内部を分節的に把握する手法がとられている。そして、諸集団の分節的で緻密な把握を蓄積
するとともに、磁極論や社会的権力論など、社会全体を見通す方法論の構築も、目指されるようになってきて
いる。 
 本論では、このような都市史研究の進展を意識しつつ、近世大坂を拠点とし、薬種という一商品を題材に取
りあげ、分析を進めていきたい。薬種とは、薬を作るための原料となる生薬のことである。近世において、薬
種として流通するものは、唐薬種に代表される輸入薬種と、日本国内の各地で産出される和薬種の二種類に分
けることができる。これまでの研究では、貿易政策への関心から、輸入薬種の研究が中心であり、薬種の国内
流通については、統制（＝唐薬種）・非統制（＝和薬種）という両極端な側面でとらえられてきた。そこで本論
では、薬種を都市史の視点から分析し、薬種の流通のしかたも、統制のあり方も、それを社会の側からとらえ、
位置づけることでこの評価を克服し、薬種に関わる諸集団のあり方や取引の実態などを総合的に明らかにして
いきたい。 
 そのための史料としては、唐薬問屋に所属していた日野屋七郎兵衛家の史料である「日野屋七郎兵衛文書」、
薬種中買仲間の会所文書である「道修町文書」、薬種中買仲間に所属していた鍵屋茂兵衛家の史料である「鍵屋
茂兵衛文書」など、大坂で薬種の取引に携わっていた、唐薬問屋と薬種中買に関する史料群が、複数残存して
いる。これらの史料から、唐薬問屋・薬種中買という二つの株仲間を、組織や取引などの面から複合的にみて
いきたい。またその際には、彼らが活動している都市社会を視野に入れ、幕府の政策・統制や薬種の流通・取
引関係、あるいは問屋・仲買や株仲間などの諸問題に広く目を向けながら、彼らのありようを位置づけていく
ことにも努めたい。これにより、薬種商人そのものの解明はもとより、彼らをとりまく近世の都市社会像を描
き出したり、商人一般のありようを描き出すことにも、つなげていくことができるであろう。 
 
 このような視点に基づき、本論では、①唐薬問屋・薬種中買仲間の、組織の性質の解明（主に第一章から第
五章まで）、②和薬種・唐薬種の取引の解明（主に第六章から第九章まで）、の分析を行った。以下、それぞれ
の項目の中で、各章ごとの内容を見ておきたい。 
①唐薬問屋・薬種中買仲間の、組織の性質の解明（第一章～第五章） 
 第一章では、享保期に株仲間として公認される薬種中買仲間が、それ以前にはどのように存在していたかと
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いう視点から、十七世紀中期頃の大坂・道修町について検討した。この中で、薬種中買仲間の前身である、道
修町の薬種屋の集団は、明暦期には町共同体に包摂されていたが、寛文期に「仲間」的な集団としての枠組み
が強まる、ひとつの画期を迎えることを明らかにした。 
 第二章では、これまで大まかなところしか分かっていなかった、薬種中買仲間の内部機構について、時期的
変遷を追いながら明らかにした。薬種中買仲間には内部に小組が存在し、当初はこの小組を、仲間の代表者で
ある定行司（有力者が固定的に勤める）が統括し、定行司を補佐する小組行司（小組内で回り持ち）が置かれ
るという体制であったが、次第に小組行司が実務を担う比重が増し、幕府による定行司処罰などもあり、仲間
の公的な代表者は年行司（各小組ごとに一年交替で幕府から任命される）に変わり、小組行司が実務レベルで
仲間運営を担うという体制に変化していったのである。そしてこの変化と並行して、小組の体制では担いきれ
ない、不正取締の機能を担うために、地理的まとまりによって組まれる不正取締組合が成立することも明らか
にした。 
 第三章では、薬種中買仲間の一員である、鍵屋茂兵衛及びその一統に着目することで、彼らの属している「イ
エ」のあり方について明らかにした。茂兵衛家とその別家たちの間には、唐薬問屋や脇棚薬種屋など、薬種中
買以外の業種に就いている者まで含めて、強固な「イエ」の枠が形成されており、本家である茂兵衛家は、町
に対しても株仲間に対しても、別家の者を掌握する者として立ち現れる存在であった。そして本家を介在させ
ることで、ある別家が他の別家を指導する立場におかれるなど、別家同士の間にも縦横のつながりが存在して
いた。そしてこのようなことから、集団を抽象的に一つのまとまりとしてとらえるのではなく、それを構成す
る人そのものの動向に着目することで、「イエ」・株仲間・町といった、複数の社会集団を立体的に見通すこと
ができるという視点を提起した。 
 第四章では、第三章で得た視点を受け継ぎつつ、薬種中買仲間の集団としての性格や、これに属する構成員
のありようについて明らかにした。また、薬種中買仲間を組織の面から分析するものとしては、ここまでの第
一章から第三章までを含めた、総括的な内容となっている。薬種中買仲間は株仲間という一つの集団であるが、
それは必ずしもフラットな結合ではなく、構成員の実力の差や、本家・別家の差など、内部に様々な階層性を
はらんでいた。また仲間の構成員同士で商品の売買も行っており、仲間とはいえ、商売相手でもあるという緊
張関係を持ちあわせていた。そして経営上の保証は、「イエ」内部の者同士で行っていた。この「イエ」の側の
理屈で、仲間運営のあり方がゆがめられる場面もあるなど、仲間と「イエ」の論理には、食い違いが生じてい
た。しかし、仲間の構成員は、誰でもどこかの「イエ」に属していたのであり、これは単なる仲間と「イエ」
の対抗ではなく、構成員の誰もが、自らの内に抱えている矛盾なのであった。薬種中買、あるいはその他多く
の近世都市商人たちは、このように複数の社会集団に同時に属し、各集団が互いに影響を及ぼしあっている、
複雑な状況の中で存在していたのである。 
 そして第五章以降では薬種中買仲間とともに、大坂において薬種の商売に携わる重要な存在である唐薬問屋
も、検討の対象に加えた。第五章ではそのための基礎的な分析として、これまでほとんど分かっていなかった、
唐薬問屋の内部機構について、時期的変遷を追いながら明らかにした。唐薬問屋は、享保期の株仲間化・元文
期の和薬問屋の廃止・宝暦期の幕府の唐物取締という各時点で、内部機構の組まれ方が変化していた。そこに
は幕府の政策や意向が反映したことで、いびつな変化も含まれていた。そのため一見すると、各時期により機
構の組まれ方は、まちまちに見えるのであるが、役職の名称や人数には変化があっても、大枠のところでは、
組に分かれた組織があり、それに基づく役職として、各組の頭・各組の行司・全体の事務的まとめ役が置かれ
るというあり方は、唐薬問屋たちの中で維持されていることを明らかにした。 
 このように、第一章から第五章までは、薬種中買仲間および唐薬問屋の、組織の性質について明らかにして
きた。ただし、ここまでの分析だけでは、組織一般を論ずるにとどまり、唐薬問屋、あるいは薬種中買仲間と
いう、同じ生業を営む者の集団としての、固有の性質が捨象されることにつながりかねない。組織をみると同
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時に、株仲間として結合している彼らの生業の中身を正確に把握することで、組織の性格も、より鮮明になる
のである。そこで次に、主に薬種取引に関わる分析を行った、第六章以下についてまとめていくことにしたい。 
 
②和薬種・唐薬種の取引の解明（第六章～第九章） 
 第六章では、和薬改会所設置に関わる史料から、大坂における和薬種取引の実態を明らかにした。大坂では、
和薬種取引に携わるのは、和薬の問屋や薬種中買だけでなく、諸国から他商品とともに和薬種を仕入れる問屋
や、大阪近国で産出する和薬を買い取って売る小規模な商人など、様々な存在に及ぶこと、更に薬種中買は、
唐・和薬種を売った代銀の引当として、売先で産出する和薬種を入手しているなど、実際の取引の中では、和
薬種と唐薬種の取引の流れに、分かちがたい接合があることを明らかにした。 
 また第七章では、新たな和薬改会所設立が出願された事件の史料から、唐薬問屋・薬種中買それぞれが行う
和薬種取引のあり方を、両者の違いに注意しながら明らかにした。まず唐薬問屋のうちで和薬の問屋を兼ねて
いる者は、仲間の内で一部のみで、彼らの行う和薬種取引は、特定地域における比較的規模の大きい荷主から、
大量の和薬種を引きうけ、それを薬種中買などへ口銭を取って売り捌くという形態であった。一方、薬種中買
は、基本的に全員が和薬種取引に携わり、彼らの行う和薬種取引は、唐薬問屋からの仕入にとどまらず、小規
模な者も含む諸国の商人との間でも売買するという形態であった。そしてこのような違いは、問屋と中買の生
業のあり方の違いに根ざしていることを明らかにした。 
 第八章では、唐薬種の取引経路について、通説の全面的な見直しを行った。長崎から大坂の唐薬問屋に送ら
れた唐薬種は、全てが薬種中買を経て諸国へ売られていくわけではなく、江戸のような大きな都市へは、唐薬
問屋から櫃単位の大量の唐薬種が、直接送られていた。一方、薬種中買が売る唐薬種は、送り先はきめ細かく
諸国に及んでいたが、それは基本的に小分けした単位の小さい薬種であった。ただし薬種中買は、唐薬問屋か
ら優先的に買出しを行い、その銘柄の薬種について、他者が取引する際にも通用する平均重量を定める役割を
担っていた。こうして、唐薬問屋・薬種中買双方がそろうことで、諸国への唐薬種流通の要となり得ていた様
相を明らかにした。 
 第九章では、唐薬種の先物取引について明らかにした。表商内と呼ばれる唐薬種の先物取引では、唐薬問屋
商内講の者が、あらかじめ唐薬種を買出し、これをもとに一定期間、素人の者も含めた諸人との取引が行われ、
限日が来ると商内講の者が、実際に動く薬種の量を調節する売買を行い、その上で期間中の全ての売買を決済
し、現物の薬種の取渡しと代銀の受け払いが行われていた。このように表商内では、商内講の者が主導的な立
場におり、また唐薬問屋全体としても、荷主である本商人の荷を捌くため、相場を的確に読む力量を活かして、
買置や切渡商内なども含め、実際の消費を伴わない唐薬種の売買に、積極的に関わっていく姿勢が見られた。
いっぽう薬種中買は、これとは対照的に、現物の薬種を品質ごとに小分けして売るという、自らの生業を重視
し、先物取引には消極的あるいは否定的な姿勢であることも明らかにした。 
 このように第六章～第九章においては、大坂での薬種取引の様相を、和薬種・唐薬種両方を含めて解明した。
ただし、ここでいう取引の様相とは、一商品の取引の事例紹介にとどまるものではない。具体的な取引のあり
方を明らかにしつつ、その際にも取引を担う商人（集団）に注意を払うことで、流通・経済的のみならず、社
会的な視点から取引をとらえることに重点を置いた。このように、商人（集団）に着目して分析を進めるとい
う点は、第一章～第五章の分析とも共通しているのであり、また第一章～第五章の中で得られた唐薬問屋およ
び薬種中買の性格づけが、彼らの行う取引を考える際の、重要な基礎となっているのである。 
 このように、①と②は性格の異なるテーマに見えながら、実は近世における商人（集団）、ひいては彼らのよ
うな存在により構成される、近世の都市社会を解明するためには、どちらも不可欠で、不可分なものなのであ
る。 
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 そして、本論で述べてきたことに関連して、最後に株仲間研究の問題と、問屋・仲買研究の問題にも触れて
おいた。 
 まず株仲間研究については、特徴的な機能を個別に抽出し、無機的なモデルを作りあげる方法を批判し、株
仲間を生きた一つの集団としてとらえ、分析する必要性を主張した。このように分析することで、株仲間自体
を立体的にとらえるにとどまらず、広く都市社会の中に位置づけて、株仲間をとらえるという広がりをも生み
だせるものと考えられる。その上で、株仲間の性質として挙げうることとして、株仲間は幕府から公認された
特権だけで、独占できたり、円滑に取引できたりするという単純なものではなく、市場あるいは社会の中にも、
そのような性格を持つ集団ができあがる必然性が存在するということを指摘した。幕府の政策的な面と、経済
的・社会的な面とのバランスが保たれたところにしか、株仲間は存続しえないものと考えられるのである。 
 また、問屋・仲買研究については、両者の性格をそれぞれ単独にみるのではなく、彼らのとり結ぶ取引関係
も含めた、流通全体の中で位置づけてみることが必要であることを主張した。その上で、相場を見きわめ、荷
主から荷受けした荷を的確に売り捌くという問屋の性質、品質を見きわめ、小分けした商品を取引先へきめ細
かく売り捌くという仲買の性質は、おおよそ他の問屋・仲買にも共通して当てはまるものではないかとの見通
しを示した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 本論文は、明確な都市社会史としての方法的自覚に立って、近世大坂における薬種の流通に関わる二つの株
仲間、唐薬問屋と薬種中買仲間について、その組織構造の特質と取引システムを詳細かつ包括的に解明した画
期的力作である。 
薬種中買仲間については、史料も多く残され、これまでにも分厚い研究史の蓄積があるが、本論文はその全
面的な見直しをはかったものである。一方、唐薬問屋については、史料も乏しく、これまでまったく未解明で
あったが、本論文によってまさに未踏の分野が開拓といっても過言ではない。 
本論文は、序章・終章と本文九章からなるが、第一章～第四章では、道修町一丁目から三丁目に集住する薬
種中買仲間の組織構造とその性質が解明され、第五章では、唐薬問屋の組織構造が解明されている。第六章～
第九章では、唐薬問屋・薬種中買がともに関わる和薬種・唐薬種の取引システムが解明されている。 
 第一章では、十七世紀半ばの道修町一丁目にすでに薬種屋の集住が見られ、その段階で一定の仲間結合が見
られるとともに「町」による規制の下にあったことを明らかにしているが、これは、十七世紀の道修町は雑多
な職種が混在していたという通説に修正を迫る重要な指摘である。 
この道修町一～三丁目に集住する薬種屋たちは、享保七（一七二二）年に薬種中買仲間として公認されるが、
第二章では、その組織構造が解明されている。この章で分析されている薬種中買仲間の組織原理のレベルにお
いては、一二四株の株主たちすべてが同じ資格で六組（のち五組）の小組を構成していることが指摘されてい
るが、この点は、第三章で解明された薬種中買商鍵屋茂兵衛家の「イエ」の問題とクロスさせると、きわめて
重要な意味を帯びてくる。 
 第三章では、大店鍵屋茂兵衛家を本家とする鍵屋一統は、多数の別家を擁し、その中には複数の薬種中買株
を所持する者も含まれていることを明らかにし、さらに、薬種中買株を持つ別家のうちには、本家の経営に手
代として加わり、独立の経営者ではないものが含まれていた事実をも摘出している。薬種中買仲間にこうした
「イエ」（有力本家に統合された一統）が含まれていたことは、株仲間の組織原理のレベルでは株所持者はすべ
て対等の位置にありながら、その構成員の実態のレベルに目を向けると、有力経営（本家）、本家に従属する経
営（別家）、独立経営を持たない者までを含むことを意味するが、こうした実態を摘出したことは、株仲間研究
において視点の転換をもたらす画期的な成果である。 
 第四章では、組織原理のレベルでは平準でありながら、実態のレベルでは内部に階層差を含む薬種中買仲間
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のあり方が、実際の仲間運営という局面でどういう影を落とすのかが解明されている。たとえば、株取得の面
で有力な本家が優遇されていたり、薬種中買仲間の内部に作られ、商売上の相互保証を求められる買出し判組
は同一「イエ」内の者で組まれているというような事実である。また、薬種中買仲間の構成員は、一面で取引
相手でもあり、緊張関係を持っていたことの指摘も株仲間というものの性格を考える上で重要である。 
 以上のような第一章から第四章にわたる薬種中買仲間の組織構造を中心とした解明は、都市社会内の株仲間、
「イエ」、町などの多様な社会集団の複合関係をリアルに描き出したものであり、都市社会史としても重要な意
義を持っている。 
 第五章では、これまでまったく実態の分からなかった唐薬問屋の組織構造を具体的に把握することに成功し
ている。この章は、薬種中買仲間の第二章の分析と同じく組織原理のレベルの分析であり、以後の研究の基礎
を築くという意味を持っているが、第八章・第九章の取引システム検討の中で抽出される三社講・商内講など
の業態による内部組織の存在と考えあわせることでインパクトの大きい問題提起となっている。唐薬問屋は、
すべてが同じ業態なのではなく、長崎で唐薬種を落札した本商人から荷受する三社講メンバー、そこから建物
を買いうけ先物取引を組織する商内講メンバー、和薬種を取り扱う者、輸入荒物・砂糖などを扱う者などが含
まれ、同一人で三社講・商内講の両方に属する者もいたという。つまり、唐薬問屋の場合、株仲間全体と小組
という全員が対等の資格で加わる組織構造を持つ一方で、その内部に自立的な運営を行なう講組織が存在し、
かつ内部で複合しているという興味深い事実が明らかにされているのである。それは株仲間論としても、都市
社会史としてもきわめて注目すべき成果である。 
 第六章と第七章では、和薬改会所に関する検討の中から、薬種流通のルートとそれに関わる人々が解明され
ている。そこでは、大坂においては、薬種中買が取引する唐薬種と連動して和薬種の流通が行なわれたこと、
唐薬問屋の一部に和薬種を扱う問屋がいたこと、また全国各地から大坂の諸国問屋に送られてくる様々な商品
のうちに含まれて集荷されるルートが存在したことが明らかにされている。これにより、唐薬種と和薬種を含
む薬種流通の全体構造の解明に道が開かれた意義は大きい。 
 第八章・第九章では、唐薬種の取引システムが全面的に解明されている。これまでの通説では、長崎で本商
人が落札した唐薬種は、大坂の唐薬問屋を経由して薬種仲買仲間が独占的に買い取って、大坂はもとより全国
に売り捌かれたと考えられてきた。しかし、この二つの章で、薬種中買仲間による買出しが行なわれた後は、
唐薬問屋から江戸の薬種問屋などに直接送られたり、買置きという形で素人にも販売されたり、さらに先物取
引までが唐薬問屋主導で盛んに行なわれていることが解明されたことは、これまでの通説を根底から覆す画期
的な成果である。 
 こうした事実を踏まえて、相場を見ながら売り捌くことを本質とする唐薬問屋と、品質を見きわめ小分けし
て売ることを生業とする薬種中買の両者が相互補完的に機能することで、大坂が薬種取引の全国的な市場の中
で中核的位置を占めえたという両株仲間に対する位置づけは十分な説得力を持つものと言えよう。 
 なお、取引システムを解明する中で、唐薬問屋がその呼称にも拘らず、輸入荒物なども荷受していることに
も注目しながら、唐薬問屋はもともと唐薬種に限定されない商品を扱う肥前問屋から出発したということを示
唆していることも重要である。それは、もともと薬種を扱う薬種屋から出発した薬種中買仲間との本質的な差
異につながるものであり、ひいては、近年の流通史研究において注目されている、自らは売買の主体ではなく、
〈売〉と〈買〉を媒介する存在である問屋と、自ら売買の主体である商人＝仲買という問題に、新しい光を当
てたものと評価できるからである。 
以上のように、本研究は、①唐薬問屋と薬種中買仲間をともに視野に収める、②株仲間というレベルだけで
なく、その内部に含まれている「イエ」や業態に基づく講などに着目する、③唐薬種（輸入）と和薬種（国産）
をともに視野に収める、④流通過程や取引システムに踏み込んで分析することで、これまで薬種中買仲間に偏
っていた研究状況を一新し、研究水準を一気に引き上げたものと評価できる。その成果は、薬種流通や株仲間
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の分野にとどまらず、都市社会史にとっても重要な意義を持つものと言える。 
 
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
